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ＬＰＷＡスマートメーターの導入により

検針業務の省人化と顧客満足度向上の実現

三重県版経営向上計画《ステップ3》

紀北町

株式会社 西村商店

※LPWAとはLow Power Wide Areaの略で低消費電力で長距離通信(数km数十km)を

   可能にするIoT向け無線ネットワーク技術の総称



〈沿革〉

・昭和３９年 紀北町で父が現業を開業

・昭和６３年 現代表取締役が家業に従事

・平成２２年 現代表が事業承継を契機に、

法人成りし、代表取締役に就任

・令和 ３年 三男がガス業務従事

〈業務内容〉

・ＬＰガスおよびガス器具等の小売業と

ガス、水回り住宅設備工事業

現代表取締役
西村 浩之

次世代候補
西村 優人



＜市場の動向＞

近年は人口減少、省エネ機器(高効率給湯器など)

の性能向上、電力・ガス自由化による価格競争の

影響で、需要は緩やかな減少傾向となっています。

今後の見通しは 、これまでと同様に緩やかに減少

する見込みでありますが、これまで以上に減少する

可能性もあります。

＜需要減少の主な要因＞

・都市ガスエリアの拡大による顧客の減少

・オール電化住宅の増加による顧客の減少

・省エネ化の進展による使用量の減少

・価格競争 による収益の減少



〈競合他社〉

全国の販売業者数の推移は昭和43年のピークから約60％減少し、

令和3年には16,825 社となっています。

そうした状況の同業界では、後継者不足や事業の規模拡大が難しい

環境のなか、業者の廃業・事業再編が進んでいます。

人口減少が進む当地域においても、実質的に競合関係にある6軒の

事業者と、今後の事業展開を競っていくことになることから業務の

効率化等による経営基盤の強化が望まれます。



〈自社の現状〉

売上割合は、住宅設備工事とガス小売りの割合は半々程度で推移しています

住宅設備工事は、各家庭配管の老朽化から需要は多いものの、当社の人手不足等から十分に対応できていない状況です

また、ガス小売りの売上は、人口減少等により減少傾向にありますが、一定の顧客を抱えておりますが、広域に分布している

ことから効率的な対応が求められます。

ガス小売りでは、毎月の検針を人の目視に

より行っていることから、全ての顧客を巡回

するために毎月５日間を費やしていること

から、この作業の軽減が喫緊の課題と

なっています。



＜課題＞

課題①：検針業務の軽減

課題②：休日・夜間の緊急トラブル対応

課題③：住宅設備工事への万全対応

＜取り組み内容＞

各地で進むＬＰＷＡ（Low Power Wide Area）通信技術を導入

具体的には、スマートメーターIoT-Rを280台購入設置

【導入の効果】

①検針業務の省人化・無人化を実現。

②ボンベ残量の遠隔検針により、ボンベ配送の効率化

③ガス漏れ等の遠隔監視による保全強化

ガス小売り業務の効率化により、これまで計画的に

進められなかった住宅設備工事へ注力することが可能となる

→収益の増加につなげていく

＜効果＞



＜今後の展望＞

第一号認定(ゴールド保安認定事業者)
を目指します。
そのために①～③に取り組みます。

①法令で定められた機能を持つガスメーターや
調整器などの保安確保機器を設置すること。

②法令に基づき、それら機器の期限管理を
適切に行うこと。

③集中監視システムを設置し、緊急時に
ガスメータの遮断弁を遠隔遮断できる
状態にすること。

創業１００年を目指します。

＜地域への貢献＞

迅速な復旧 :都市ガスや電気より早く復旧します。

高い安全性       :震度5相当以上の地震などで自動停止する

                          ため、安全性が高いです。

分散型エネルギー :災害時に配管が破損しても 全域に影響が

                          出にくいです。

高いポータブル性  :避難所や仮設住宅に短期間で供給

                           できます。

長期保存が可能 :容器に入っているため、品質劣化せずに

                           長期の備蓄が可能です

地域密着の強みを活かし上記によるLPガスの
優位性を発揮して都市ガスへの転換・流出を阻止

災害時にも地域に貢献できる

LPガス事業を目指します。



<支援商工団体からのコメント＞

計画策定にあたっては、経営課題の整理から収支計画の作成まで伴走型で支援を行い、
小規模事業者でも実行可能な計画となるよう助言しました。今後は計画の進捗確認を
行いながら、ＤＸ導入の効果検証や経営改善に向けた支援を継続していきます。
また、現在事業に従事しているご子息への事業承継も見据えており、将来的に安定した
経営体制へ移行できるよう、事業承継計画の策定や人材育成についても継続して支援
していく予定です。

みえ熊野古道商工会
経営指導員 森 真美子

＜今後、取り組む方へのメッセージ＞

「三重県版経営向上計画」の策定は、単なる書類作りではありません。
それは、現場の小さな気づきを「進化」の種へと変え、全員で未来の姿を描き出すプロセスです。
一人ひとりの創意工夫が、生産性を高め、会社を、そして地域を支える大きな力になります。
失敗を恐れず、変化を楽しみましょう。新しい「当たり前」を共に創り出し、
50年後も輝き続ける企業へ。ぜひ、「三重県版経営向上計画」からチャレンジしましょう！

株式会社 西村商店
代表取締役 西村浩之
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